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プレスリリース                                      2004 年 1 月 14 日 
 

 
BASF、フェノキシ系除草剤事業を豪ニューファム社に売却 

～製品の「集中と選択」をさらに進める～ 
 

 
 

 
BASF（本社：ドイツ・ルートヴィッヒスハーフェン）はこのほど、農業用除草剤のフェノキシ系除草剤
（商標名 U 46®および Duplosan®）事業を、オーストラリアの農業用薬剤メーカー、 ニューファム
社（本社：オーストラリア・メルボルン）に売却します。 
 
この売却には、「2,4-D」「MCPA」「メコプロップ-P」「メコプロップ」「ジクロルプロップ-P」「ジクロルプ
ロップ」の 6種の有効成分が含まれます。これらの有効成分の 2002年度の売上は、約 4,000万
ユーロでした。売却に伴い、登録、商標、知的財産権、顧客リスト、在庫がニューファム社に譲渡さ
れます。 
 
在庫を含めたフェノキシ系除草剤事業の売却価格は、4,200万ユーロです。両社は譲渡を2004
年前半に完了する予定です。 

 
上記の 6種の有効成分とBASF独自の革新的な除草剤とを組み合わせた混合製剤は、今回の
売却には含まれていません。BASFは今後、このような混合剤の生産に必要なフェノキシ系の有
効成分は、ニューファム社から調達します。 
 
BASF農業製品部門プレジデントのハンス・W・ライナースは、「BASFにとって今回の売却は、よ
り高い成長が期待できる農業製品分野に特化する戦略のさらなる一歩と言えます。BASFの製品
群の中には、フェノキシ系除草剤のように、ニューファムのような専門企業が扱うことの方が、戦略
的に見てよりふさわしいものもあります」と述べています。 
 
日本においては売却される6種の有効成分のうちメコプロップ-PのみをBASFアグロ株式会社
が取り扱っており、よってこの製品のみが売却の対象となります。 
 
フェノキシ系除草剤は約 50年前から農業分野で使用され、雑草防除に有効な成分として多く使
用されています。現在では世界の除草剤市場のうち、約 4%を占めています。 
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<  BASFの農業製品部門について 
米国ニュージャージー州マウント・オリーブに本拠を置くBASFの農業製品部門は、殺菌剤、殺虫
剤、除草剤の供給、販売で業界をリードしています。研究開発、製造、マーケティング、販売で幅
広い経験を有する同部門は、世界をリードするイノベーターとして農業生産を最適化し、栄養価を
高めることによって、世界的な人口増加に直面する人々の生活の質を向上させることを目標として
います。BASFの農業製品に関する詳細は、www.basf.de/en/produkte/gesundheit/pflanzenを
ご覧ください。 
 
 
< BASF Group について 
BASF（ビーエーエスエフ）は、原油と天然ガスの他、化学品、プラスチック、高機能製品、農薬、
ファインケミカル等の高付加価値製品をお客様に提供する世界の化学業界のリーディング・カ
ンパニーです。BASFの統合生産・経営システムは、ドイツ語の「フェアブント」として知られ、同
社の特異な強みであり、コスト面での優位性と競争力をもたらしています。BASFは「持続可能
な発展」の基本方針に則って企業活動を行っています。2002年度は約 320億ユーロ（約 340
億ドル）の売上高を計上し、世界で 8万 9000人の従業員を抱えています。BASFの株式はフ
ランクフルト（BAS）、ロンドン（BFA）、ニューヨーク（BF）、パリ（BA）、チューリッヒ（BAS）の各株
式市場において取引されています。同社のインターネットホームページアドレスは：
www.basf.comです。BASFジャパン（株）のインターネットホームページのアドレスは：
www.basf-japan.co.jp、またBASFアグロ（株）のホームページアドレスは：www.basf-
agro.co.jpです。 
 
<  ニューファム社（Nufarm Limited）について 
オーストラリアのメルボルンに本社を有し、化学薬品の合成、販売、マーケティングを主としてい
ます。生産とフォーミュレーションに関するグローバルネットワークを持ち、農薬事業を専門とし
ながら、数多くの工業用化学薬品事業、ファインケミカル事業、高機能化学品事業も展開してい
ます。オーストラリア、ニュージーランド、アジア、アフリカ、欧州、北米に2,500人以上の社員を
擁しています。同社の詳細については http://www.nufarm.com/をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
<本件についてのお問合わせ先 
BASFアグロ株式会社    
マーケティング本部  川端 
TEL： 03-3586-9911 
 
 

 
 


